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論文内容の要旨
【緒言】





















　（1）3日間のFDP遵守率 全症例では50.0–100.0%の個人差があり、88.3 ± 11.7（平均 ± 標
準偏差）%だった。女性症例119例では90.8 ± 10.0%であり、男性症例177例の86.7 ± 13.3%
よりも有意に良好だった（P < 0.02, Mann–Whitney U test）。RRD204例では87.5 ± 12.5% 
であり、MH92例の90.8 ± 11.7%より有意に不良だった（P < 0.02）。性別に疾患を比較し
たところ、女性のRRD63例では女性のMH56例よりやはり有意に不良だった（P < 0.01）。
男性のRRD141例とMH36例の間には有意差はなかった。3日間のFDP遵守率と症例の年齢
に相関は見出されなかった。（2）時刻別のFDP遵守率 0時83.4 ± 37.2%が、6時、12時、18
時よりも有意に不良だった（総てP < 0.01, Cochran Q test, Bonferroni補正）。6時、12時、
18時の間には有意差はなかった。（3）術後日数別のFDP遵守率 初日91.7 ± 27.6%は2日目
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